
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
今年度 150 周年を迎えた本校の教育目標「ふるさと

を愛し、夢に向かって共に学ぶ、鶴崎っ子の育成」

を達成するため、生活指導部、研修部、体育部がそ

れぞれ取組指標を定め、毎月実施する児童の生活ア

ンケート等の客観的データーをもとに達成状況と要

因分析を行い、翌月の取組を進化させています。 

このように、短期（月１回）の PDCA サイクルを回

すことで課題がより焦点化するため、友達の良さを

見つけて紹介する「ほかほかハート月間（児童会）」

や「挨拶運動（生活委員会）」、体育では自己目標を

設定し達成感を感じさせる「がんばりカードなど」

課題に応じた実践が行われ、成果として表れています。 

 

授業から学ぶ 
本校は令和２年度から３年間「大分市基礎学力向上研究指

定校」として、算数の授業において、主に「数学的な見方・

考え方を働かせるための教師の出番」について研究を行って

います。そのため、それぞれの教師が自分のテーマを定め取

り組んだ実践報告を「実践交流会紹介カード」にまとめた

り、板書を持ち寄ったりする等、授業力の向上については、

自主的に行っています。 

今回参観した授業においても、対話的な学びを多く取り入

れ、教師はファシリテーターの役割を果たしていました。 

今後は、教師の立ち位置についてはより俯瞰的に見ること

で、学び合いの様子を形成的に評価し、より深い学びに繋が

るよう指名を意図的に行ってみてはいかがでしょうか。 
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